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１
１

弓
言
閏
の
８
胃
‐
言
巴
己
の
ご
里
８
日
⑦
昌
昌
国
ご
虫
○
さ
恒
の
巴
八
刷
り
上
が
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四

国
５
侭
言
．
国
四
ご
閏
》
ｚ
①
録
、
母
○
房
．
こ
＄
．
枚
）
ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実

六
投
稲
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校
費
は
著
者
負
担
と
す
る
。

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一
九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
、
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望

部
残
す
こ
と
。

者
は
校
正
刷
同
封
の
申
込
害
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
．
一
○
原
楠
の
送
り
先

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植
一
工
三
‐
酋
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
’
一

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
槁
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
教
室
内

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま
日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

ロ
ー
編
集
後
記
一
か
穏
唾
計
鋸
樒
舞
琴
蝪
遊
吟
州
細
熱
唾
詩
師
錨
皿
帷
霊
雌
罷
睦
壷
諏
艫
鋤
誰
捻
り
ま
し
た
。
本
年
も
、
多
く
の
会
員
の
参

え
て
い
る
頃
と
推
察
し
ま
す
。
思
い
お
こ
せ
ば
、
昨
年
度
は
本
学
会
に
本
年
の
医
史
学
会
総
会
は
小
曽
戸
洋
会
長
の
も
と
北
里
大
学
薬
学
部

と
っ
て
多
事
多
難
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
学
会
事
務
セ
ン
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て

タ
ー
の
破
産
は
本
学
会
誌
の
刊
行
ま
で
危
ぶ
ま
れ
た
程
で
し
た
が
、
結
開
催
予
定
で
す
。
一
般
口
演
の
申
し
込
み
は
、
一
月
末
日
で
七
十
題
以

果
と
し
て
実
害
が
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。
本
年
度
が
、
平
穏
無
上
に
達
し
た
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。

事
に
過
ぎ
る
こ
と
を
望
む
次
第
で
す
。
前
号
の
編
集
後
記
で
審
査
中
の
原
槁
の
在
庫
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

暗
い
話
題
ば
か
り
で
は
な
く
、
い
さ
さ
か
旧
聞
に
屈
し
ま
す
が
、
例
た
事
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
少
し
ず
つ
投
稿
が
増
え
て
き
て

年
十
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る
日
本
医
史
学
会
、
日
本
薬
史
学
会
、
日
本
お
り
ま
す
も
の
の
、
ま
だ
十
分
と
は
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

獣
医
史
学
会
の
三
学
会
合
同
例
会
に
、
昨
年
度
日
本
歯
科
医
史
学
会
が
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
、
口
演
発
表
と
同
時
進

加
わ
り
、
四
学
合
同
の
例
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
医
史
学
に
関
行
で
原
著
ま
た
は
研
究
ノ
ー
ト
を
御
執
筆
頂
き
、
総
会
後
に
編
集
委
員

し
、
四
学
合
同
は
本
邦
初
め
て
で
あ
り
、
当
日
会
場
は
、
四
学
会
の
会
会
へ
御
投
稿
頂
く
こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

員
で
あ
ふ
れ
、
立
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
さ
で
、
斯
学
の
発
展
を
ま
ざ
（
西
巻
明
彦
）


